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句を詠んでいる写真

俳句は未経験という方がほとんどだったので、磯谷講師は俳句の成り立ちから句を詠むうえでの留意点を

丁寧に指導してくださいました。次回は句会形式の講座のため、自宅で詠んだ２句を子短冊(こたんざく)

に記入し持参するという宿題が出されました。皆さんどんな句を披露するのか楽しみですね。一般的な句

会では時間の都合上、必ずしも全ての句が講評の対象にはなるわけではないそうです。しかし磯谷講師は

「必ず全員の句に目を通して指導しますから心配しないでくださいね。」とおっしゃってくださいました。

講師を唸らせる一句に期待ですね！          【第１回目 平成２７年１月１０日（土）実施】

互選、披講、点盛など実際の句会を体験した皆さん。一句一句を丁寧に味わい感想を発表し合いました。

五・七・五のリズムのなかに感じ取った情景や、自身の思いを込める俳句。日常の何気ない一瞬を捉え

て一句詠めばそれだけで生活に彩りが生まれますよね。全２回という短い講座でしたが、皆さん真剣に、

楽しそうに受講されていました。「冬うらら 講義の熱気 家路まで」という参加者の句にも表れていま

すね。今回の講座をきっかけに有志で句会のサークルが結成され、今後も公民館で俳句の学習を続ける

ことになりました。                【第２回目 平成２７年１月１７日（土）実施】
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